
                         

          国･産･木･材          
新緑のまぶしい季節がやって参りました｡最近国産木材が再び強い注目を集めているのをご存

じでしょうか｡今回は木材のお話を林清華がさせて頂きます｡国土の約 7 割を森林が占める日本｡

建築において木材は､柱や梁等の構造部分や仕上材等､様々な箇所に利用されています｡大きく

分類すると国産材と輸入材があり､価格や供給量の面で､今までは輸入材が主流でした｡その背

景には､高度経済成長の時代に住宅供給が増え､安価な輸入材を大量に仕入れるしくみの定着があり

ます｡そうして価格の高い国産材は伐採されず森林が荒れたまま放置される状況 

が生まれました｡林野庁 HP によると､森林の働きには｢木材等の生産の場になる｣ 

｢土砂崩れを防ぐ｣｢水を貯え水害を防ぐ｣｢地球温暖化を防ぐ｣等が挙げられていま 

す｡木材として利用するには樹齢 50～60 年かかりますが､木を植え･育て･伐採す 

るというサイクルは､森林の持続､ひいては地球環境の未来につながっています｡｢何を建てるか｣に 

加えて｢どうやって建てるか｣を考える時代なのかもしれません｡シンエイは｢ひょうご木の匠｣の登 

録店です｡豊かな森林を資源として活用するため､国産木材利用に一緒に取り組んでみませんか｡ 

お気軽にご相談下さいませ。 


